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北海道の大平山周辺に固有のシリベシナズナは点在する石灰岩地に局在し，少数個体からなる分集団は急激に
衰退・消失する恐れがあることから，生息域外保全が望まれる．シリベシナズナについて，遺伝的多型・分化
に配慮した生息域外保全株を整備し，その植え戻し利用における遺伝的管理指針を策定するとともに，栽培・
種子保存の条件を検討・確立する．

エ 人工交配実験：自生地種子からの開花数が少なく，分集団内の個体組合せと分集団間の個体組合せで人工交配を試みたが，
稔性のある種子は得られなかった．数年生の株では開花率が低いことが分かり，次年度も十分な交配実験を行えない可能性があ
るが，遺伝解析の結果からは全分集団を区別すべきという遺伝的管理単位の設定指針が得られたため，本事業の目的（生息域外
保全の確立）は達せられると考える．
オ 栽培土壌条件による遺伝子型選択の検証：自生地土壌で有意に高い成長率を示し，一般栽培用土とpH調整用土に差はなかっ
た．また，土壌条件による株の生残・成長率と遺伝子型の間には相関はなかった．非殺菌処理区は殺菌処理区より生育が良かっ
た．根と根圏土壌の遺伝解析は菌特定には至らなかった．より候補種特異的な遺伝解析手法が必要である．
カ 未発芽種子の生存の染色試験：乾燥保存・非乾燥保存種子，マイナス20℃保存種子の発芽率は，保存前の種子と同様に高
かった（90%以上）．未発芽種子はテトラゾリウムで染色されず，休眠・未追熟の可能性を排して発芽率が確認された．

種子収集や保全株栽培で分集団を区別すべきかといった「遺伝的管理単位」を検討するための科学データを得ることを目的とした．また，遺
伝子型選択の可能性から栽培土壌条件を，乾燥・温度の点から種子保存条件を検討することを目的とした．

エ 人工交配実験
自生地採取の種子から育てた開花
株を用いて，分集団内の個体組合
せと分集団間の個体組合せでどち
らの交配後代の適応度が高いか調
べるため，人工交配実験を行った．

オ 栽培土壌条件による遺伝子型選択の検証
石灰岩質の自生地土壌，一般栽培用土，pH調整した栽
培用土で，生残・成長率を測定した．各土壌条件にお
ける測定値と遺伝子型の対応を調べた．自生地土壌に
生育促進菌が存在する可能性を，殺菌/非殺菌処理間の
比較栽培で検証した．根と根圏土壌の菌相の予備的遺
伝解析を行った．

カ 未発芽種子の生存の染色試験
乾燥・非乾燥保存種子，マイナス
20℃保存した種子の発芽率を測定
した．未発芽種子は休眠や未追熟
の影響を検証するため，テトラゾ
リウム染色試験により生存率を調
べた．
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